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1.　近時食晶系 への界面 活性剤 の利用 は，製 品価値の

向上に役立つも のとし て検討 されつつあ る。活性 剤の表

面張力 測定は，活性剤 の有効使用 濃度を知 るためにもま

た，調理上にも意義があ るものと思われ る。調理 科学の

分野におい て水 溶性活性 剤の用途は今後 ますます広 くな

る と思われる。市販 の乳化 剤の使用 濃度 につい てはまだ

十分な根拠に乏しく，特に水溶液 におけ る溶存 状態につ

い ては不明の点が多い と思 われ るので， 乳化 剤の水溶液

の種々の濃度における表面張力お よび添加 物の影 響を測

定 し， 調理上 の有効使用濃度 の判定 を行 なった。

2.　試料は和光純薬 のポリオキシェチ レンソル ビタン

モノラ ウレ ート（Tween 20 ）, ポリオキシェ チレンソノレ

ビ クンモノステ アレ ート（Tween 60 ）, ポリオキシェ チ

レンソルビ クンモノ オリエ ード（Tween 80 ）で， い ず

れも急性経 口毒 性はＬＤラット20 ＜g/kg で あ る の で許

容量の範囲を用い，既報（ 第16回 日本家 政学会 口述）の

測定法に よっ た。添加物は食塩， クェ ン酸， グリシン，

ラ ウリノレ硫酸ナ トリウム等であ る。

3.    Tween 20, Tween 60,    Tween ８０ の中で は，

Tween 20 の界面活性 がもっとも大であった。添 加物の

影響については，添加物 の濃度，種 類により異った結果

がえられ た。有効使用 濃度 判定には更に他因子の影響な

どを考慮し なけ れば ならない が， 活性剤の水溶液の表面

張力 の点 からは， 今回の試 料では,   0.5wt% ～1.0wt ％～

2.0wt% の範 囲にminimum を示した。


